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　市では、農業者や市民と協働しながら、農業の振興と農地保全
を目指しています。農地は単に農業生産の場ということだけでは
なく、日野市に残された貴重な緑地や防災空間として、さらには
市民生活に潤いを与える場所としてまちづくりにおいても重要な

要素となります。
　広報今号では、都市農地を守るためのさまざまな市の取り組み
を紹介します。 l産業振興課

みんなの知恵と力で

日野の未来を拓こう

　

私
は
こ
の
度
、
日
野
市
民
の
皆
さ

ま
の
幅
広
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
、
第
６
代
日
野
市
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

馬
場
前
市
長
に
は　

年
間
に
わ
た

１６

り
、
日
野
市
の
発
展
の
た
め
先
頭
に

立
っ
て
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

私
は
、
こ
の　

年
間
の
馬
場
市
政

１６

を
継
承
し
な
が
ら
、
新
し
い
日
野
市

の
未
来
を 
拓 
く
た
め
、
市
政
運
営
の

ひ
ら

基
本
を
次
の
三
つ
と
し
て
い
き
ま

す
。

①
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
、 
看 
取

み

ら
れ
る
暮
ら
し
・
福
祉
・
医
療
の
展
開

②
日
野
市
の
良
さ
で
あ
る
恵
ま
れ
た

社
会
的
・
自
然
的
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
個
性
を
伸
ば
す
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

③
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
経

営
戦
略
に
基
づ
い
た
市
政
の
推
進

　

私
は
、
日
野
市
長
と
し
て　

万
８

１７

千
市
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
働
い
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
議
会
を
尊
重
し
て
連
携
を
は
か

る
と
共
に
、
職
員
の
能
力
を
生
か
し

育
て
、
信
頼
と
話
し
合
い
を
基
本
に

次
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

煙
少
子
高
齢
化
と
い
う
背
景
の
中

で
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
都
市
基

盤
整
備
・
産
業
振
興
を
次
の
世
代
に

引
き
継
げ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な

か
た
ち
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

煙
健
康
長
寿
を
基
本
と
し
て
、
介
護

や
医
療
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
元
気

で
健
康
に
生
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の

予
防
施
策
を
推
進
し
、
今
ま
で
は
福

祉
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
々
に

も
支
援
が
届
く
よ
う
な
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

煙
日
野
市
の
特
徴
で
あ
る
水
と
緑
の

豊
か
な
自
然
や
、
都
内
で
も
有
数
の

観
光
資
源
を
活
用
し
、
農
業
・
工
業

・
商
業
・
観
光
で
つ
な
が
る
ま
ち
お

こ
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
市
制
施
行　

周
年
事
業
と
東

５０

京
多
摩
国
体
開
催
を
そ
の
た
め
の
良

い
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
い
き
ま

す
。

煙
国
道　

号
バ
イ
パ
ス
を
八
王
子
市

２０

と
接
続
し
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
完
成
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施

設
を
含
め
市
内
建
築
物
の
耐
震
化
を

推
進
し
、
地
域
防
災
体
制
を
強
化
し

て
大
震
災
に
備
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
だ
か
ら
こ

そ
公
民
協
働
に
よ
る
行
政
の
守
備
範

囲
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

…………………………3合同水防訓練を実施します

…………………………5対象者にがん検診無料クーポン券
を郵送します

………………………6・7地域で支える高齢者の安心な
暮らし

………………………………１２まずはご相談ください
セーフティネットコールセンター
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■農業体験農園
　農業体験農園とは、農業者
が自ら開設し、管理・運営を
行う体験農園です。農業者が
指導者となり、入園者に種ま
きから収穫までを教えます。
　農業のプロである農家が親
切に教えますので初心者でも
安心して取り組め、新鮮でお
いしい野菜を収穫することが
できます。農園は１区画約３０
㎡で、種や苗、農具などの用
意は全て農家が行います。
■女性の視点で活動〜日野市女性農業者の会「みちくさ会」
　女性農業者の仲間づくり
などのために結成された日
野市女性農業者の会「みち
くさ会」。旬の日野産農産
物を使ったレシピの配布
や、料理講習会、「農の生け
花」展示など、農業を身近に感じてもらえるよう、女性の視点で積
極的に活動しています。昨年はみちくさ会で育てたルバーブを使っ
てジャムを作り、七ツ塚ファーマーズセンターなどで販売しまし
た。今年も販売予定ですので、ぜひお買い求めください。

農業をもっと身近に感じよう  

■市産業まつり農業展（１１月）
　毎年１１月に、市内の農業者が丹精を
込めて栽培した農作物を品評する共進
会を開催しています。共進会後は、展
示された農産物の即売などが行われま
す。今年度は市制施行５０周年を記念
し、「大産業まつり」として市民の森ふ
れあいホール周辺で開催する予定です。
■都市農業シンポジウム（１月）
　毎年１月下旬に、さまざまなテーマで市民と共に農業を考えてい
くイベントです。今年１月１９日に行われたシンポジウムでは、「広
めよう！農業体験農園」をテーマに、基調報告やパネルディスカッ
ションが行われました。
 

　農業者の高齢化に伴う人手不足
への支援として、平成１６年度から
援農市民養成講座「農の学校」を
開校しています。受講生は１年間
を通じて、農業の基礎を習得して
おり、現在第９期生１６人が学んで
います。修了後はボランティア登
録を行い、市内農家で援農ボラン
ティアとして活躍しています。

農業イベントに参加しよう

農業を助ける人材になろう

▲春には大根、ほうれん草などを、秋にはキャベツ、
にんじんなどを作付け

日野市長　大坪冬彦

▲栽培中のルバーブ

▲初登庁する大坪市長（４月３０日）


